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編集後言己

編
集
後
記

　
本
号
は
、
昨
年
の
三
月
に
選
択
定
年
で
退
職
さ
れ
た
石
川
明
先
生
の
退

職
記
念
号
で
あ
る
。
執
筆
者
、
編
集
委
員
会
と
も
に
、
先
生
を
慕
う
研
究

者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
本
記
念
論
文
集
が
、
先
生
の
多
年
に
わ
た
る
学
恩

に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
感
謝
と
惜
別
の
し
る
し
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
同
時
に
、
先
生
の
ご
健
勝
と
ご
研
究
の
発
展
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ

る
。　
石
川
先
生
の
略
歴
と
お
仕
事
の
一
端
は
、
別
掲
に
見
る
通
り
で
あ
る
。

先
生
の
学
問
的
業
績
は
、
主
た
る
専
攻
領
域
で
あ
る
民
事
訴
訟
法
以
外
に

も
多
方
面
に
わ
た
り
、
ま
た
研
究
・
教
育
活
動
以
外
に
も
多
く
の
責
任
あ

る
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
し
て
先
生
は
現
在
も
休
む
こ
と
な

く
研
究
に
、
教
育
に
、
公
的
な
責
任
あ
る
仕
事
に
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
。
先
生
の
輝
か
し
い
略
歴
と
お
仕
事
の
中
で
、
一
覧
表
に

記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
先
生
が
塾
法
学

部
に
と
ど
ま
ら
ず
多
く
の
研
究
者
を
育
成
さ
れ
た
こ
と
、
先
生
の
研
究
会

が
法
曹
界
に
優
れ
た
多
く
の
人
材
を
送
り
出
し
た
こ
と
、
塾
法
学
部
の
国

際
交
流
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
こ
で
は
石
川
先
生
が
カ
を
注
い
だ
国
際
交
流
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た

い
。
先
生
は
若
い
時
か
ら
現
在
の
国
際
化
を
先
取
り
さ
れ
、
国
際
交
流
の

重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。
塾
と
外
国
の
大
学
と
の
間
の
交
換
協
定
の
締
結

に
尽
力
さ
れ
た
り
、
塾
法
学
部
の
専
任
者
や
塾
法
学
部
出
身
の
研
究
者
を

数
多
く
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等
に
送
り
出
さ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
先
生
は

多
く
の
外
国
人
学
者
、
特
に
ド
イ
ッ
の
研
究
者
を
慶
鷹
大
学
に
招
待
さ
れ

た
。
先
生
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
公
表
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
お
考

え
に
基
づ
き
発
表
に
努
力
さ
れ
た
結
果
、
本
誌
に
多
く
の
外
国
の
学
者
の

論
考
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論
考
が
日
本
の
学
界
の

注
目
を
浴
び
た
こ
と
は
言
う
ま
で
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ド
イ
ッ
で
も
高
く

評
価
さ
れ
、
先
生
は
昭
和
六
〇
年
に
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
、
平
成
元
年

に
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
。

ド
イ
ッ
の
二
つ
の
有
名
な
大
学
か
ら
名
誉
学
位
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
は
、

日
本
の
法
学
者
と
し
て
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
り
、
大
変
に
名
誉
な
こ
と
で

あ
る
。
先
生
が
い
か
に
法
学
部
の
国
際
化
に
尽
く
さ
れ
た
か
、
慶
慮
大
学

の
名
声
を
高
め
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
近
年
で
は
ド
イ
ッ
ば

か
り
で
な
く
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
に
も

尽
力
さ
れ
た
こ
と
は
付
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
誌
を
愛
さ
れ
た
石
川
先
生
は
、
数
多
く
の
論
考
を
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
寄
稿
さ
れ
る
と
と
も
に
、
若
い
人
が
発
表
し
た
論
考
に
目
を
通
さ
れ
、

意
見
を
述
べ
ら
れ
、
文
字
通
り
法
研
を
支
え
、
学
部
の
学
問
の
発
展
に
大

い
に
寄
与
さ
れ
た
。
先
生
が
学
部
を
去
ら
れ
た
今
、
継
承
と
発
展
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
先
生
が
し
て
こ
ら
れ
た
お
仕
事
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
平
成
七
年
二
一
月

法
学
研
究
編
集
委
員
会
坂
原
正
夫
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